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　Pityrosporum 　orbicutare （P ．　 orbiculare ）は，成人 の健常皮膚に常在する好脂性 の 酵母であ り，

ア トピー性皮膚炎 （AD ）の 原因ア レ ル ゲ ン と して 注目され て い る．我々 は ，44名の AD 患者 （AD 単独

17名，喘息合併27名）を対象に ，CAP 　RAST 　FEIA を用い て P ．　orbicut α re 特異 IgE 抗体を測定し た．

陽性率は，AD 単独群で 88．2％，喘息合併群で 74．1％で あ っ た．　AD 重症群 （n ＝ 23）の 平均 RAST 　index土

SD は 2．77± 1．34で あ り，中等症 以 下 （1．88± 1．41，　 n ＝ 　21＞に 比 べ て有意に高値で あ っ た．また ，顔面，

頭部，頸部に 湿疹の あ る も の （2．79± 1．26，n ＝ 27）は，ない もの （1．64± 1．44，　 n ＝ 17）に比べ て有意

に高値で あ っ た．した が っ て ，
P ．　 orbicul α re は ，

　 AD の 重症化に関与 して い る 可能性が示唆さ れ た．
P ．orbicutare 特異 IgE と Cα ndid α α tbicα ns （C．α lbicα ns ）特異 IgE の 間 に は r ＝O．62

，
　 p ＜ 0 ．01

で有意な相関が み られた．C．α tbicα ttS抗原 に よる P ．　orbiculare 　RAST 抑制試験で，検討 した 5例 中

1例 で濃度依存的な抑制がみ られたが，他の 4例はほ とんど，ある い は全 く抑制を受けなか っ た．した

が っ て ，
P ．　 orbiculare には，　 C．　 albic α ns と交叉抗原性を持 つ エ ピ ト

ープ と，　 P．　 orbiculare 特異的

な エ ピ ト
ープ の両者が存在する こ とが示唆された．
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緒　言

　近年 ， ア トピ ー性皮膚炎 （以 ドAD ）患者 ， 中で も思

春期 か ら青年期 に か け て の 重症難治性患者 の 増加が注

目さ れ て い る．乳幼児期 の AD の 発症 に は食物 ア レ ル

ギ
ー

の 関 与が 大 き い
’）
の に 対 し ， こ れ ら成人期の AD

に は ダニ な ど の 環境 ア レ ル ゲ ン や ブ ドウ球菌 を は じめ

とする細菌 に 対す る接触ア レ ル ギー
も関与 し て い る と

思 わ れ る
Z｝．さ ら に ， 皮膚 に寄生す る 真菌で あ る Pめワ

’．

osPontm θ rbiculare （P．　 orbicitlare ）
” ）や 主 と し て腸管
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Abbreviations ：　AD 　atopic 　dermatitis；
BA 　bronchial　 asthma ；　lgE 　immunoglobulin 　E

内 に 寄生する Candida　albicans （C．　 albicans ＞ に 対 す

る 即時型 ，あ る い は遅発 型 ア レ ル ギー
反応 も，AI）の 重

症化因子 の
一

つ と し て 注 目 さ れ て い る
4 ）．

　P．orbiculare （Malassezia　funyftt｝〜 P．　 ovale ） は ， そ

の 発育 に 2 〜 3 ％ の 脂肪 の 存在 を必須 と す る好脂性 の

酵母 で あ る
5）．こ の 真菌 は ， 全身の 毛孔部に常在す る

が ，特 に 脂漏性部 位 で あ る頭部，顔面，背部 に 多 く分

布 し
ES）’）

， 表在性真菌症の ひ と つ である癜風（Pityriasis

versicolor ）の 原因菌 と して 知 ら れ て い る
s ）．一

方，こ

の真菌の常在す る部位 と
一

致し た顔面 ， 頸部 ， 頭部に

病変 を有 す る AD 患者 に P．　 orbiCttlare に 対 する即 時

型 過敏症 が 関与 し て い る 可 能性 が 報告 さ れ て い る
2〕．

さ ら に ，Clemmensen ら
9）は，∫b 蹴 c 認α 78 即時型 ア レ

ル ギーの 患者 の 頭部 ， 頸部の 皮膚炎 に 抗真菌 剤 keto一
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konazoleが有効で あ っ た と報告して い る．

　一
方，Porbicutai ’

e が，同じ く酵母 に 属す る （）．　 al −

bicans’と 交 叉 抗 原 性 を 持 つ 可 能 性 が Tandem

crossradioelectrophoresisio
〕
や ELISA　inhibitioniM2）

に よ っ て検討さ れ て お り
，

そ の 交叉 す る成分 は マ ン ナ

ン を中心 と し た 多糖体で あ ろ う と報告 さ れ て い る，

AD 患者 に C．　 albicans 特異 IgE抗体が高率に 検 出 さ

れ る
”〕こ とは ， P．θxbicttlare に よる経皮感作 を交叉抗

原性 を介 して と ら えて い る可能性が あ る，

　今回我々 は ， AD 思者を対 象 と し て P．　orbiCitlare 特

異 IgE抗 体 の 測 定 を行 っ た．同時 に ，　 C．　 albicans ，

Sacclzarem）・ces　cerevisiae （パ ン 酵母），及 び そ の 他 の 環

境真菌特異 IgE抗体を測定し ， そ れ らと比較検討 する

こ と に よ っ て P ．orbiculare の 臨床的な 意義を考察 し

た．また，酵母 間の交叉抗原性に っ い て 検討 を行 っ た．

対象と方法

1．対象

　国立 療養所 中部病院，名古屋大学医学部付属病院分

院小児科，社会保険中京病院小児科 ， み なみ子 ども診

療所 に 通院，入 院加療中の AD 患者の 内 ， 比較的年齢

と重症度 の 高い 44名を対象 と した ．そ の う ち ， AD 単 独

は17名 （男 6，女 ll，平均年齢±標準偏差 17．0±6．42

歳 ， 以下同 じ）（以下 AD 群〉，
BA を合併 した もの は 27

名 （男 14，女 13， 13．1士 3．92歳）（以下 BA ＋ AD 群）

で あ っ た．ま た，疾患 コ ン ト ロ
ー

ル と して ， AD の 合併

の な い BA 患者26名（男10， 女 16，ユ3，4± 3．13歳） （以

下 BA 群）， 正常 コ ン トロ ール と し て ， 肥満 ， 心身症な

ど ア レ ル ギ
ー疾患以外の 患者 10名 （男 5名，女 5名 ，

11．2± 4．64歳 ）を同時 に 検討 した．

　AD の 診断及び重症度判定 は
， 厚生 省心身障害研究 ，

ア トピー
性皮膚炎 の 診断の手引ぎ

隅｝に従 っ た ．すなわ

ち ， 丘疹 ， 紅斑，苔癬化，痒疹，乾燥性皮 膚や 枇糠様

落屑 を伴 う毛孔
一

致性角化性丘疹 が 重度 で ，広範囲 に

及 ぶ もの を重症 と し，皮疹の 状態が軽度 ， あ る い は限

局 して い る もの を中等症以下 と した ．湿疹 の 重症度 は ，

重症23人 （15．7± 6，63歳）， 中等症以下 21人 （13．3± 3．07

歳） で あ っ た．ま た ，
上 記 の 皮疹 が 顔面 ， 頸 部 ， 頭部

に 存在 す る も の （以下 FNS ＋ 群 ）は27名 （］5．6± 6．〔〕5

歳）， し な い 者 （以
一
ドFNS 一

群）は 17名（13．3± 3，28歳）

で あっ た．

　 い ずれ の 患者血清 も， 測定ま で は
一80℃ に 保存 した ．

2，特異 IgE 抗体の 測定

　P．θ rbic κ lare，　 C．　 a ！bicans及 び S．　 cerfftisiae 特 異

IgE 抗体 は，　 Pharmacia 社製の ア レ ル ゲ ン キ ャ ッ プ を

用 い て ， キ ャ ッ プ RAST 　FEIA に よ っ て 測定 した．測

定結果 は ，蛍光強度 （FU ／nlD を同社の 標準血清 と対

比 し て UAIml と し た 後 ， 各 RAST 　class （0・6）間 を

均等 に 分割 した RAST 　jndexに換算 して 計算 した．陽

性率の検討で は RAST 　index　l （O．［15UA ／ml ）以上 の

もの を陽性 と した ．

　 ま た ， 比 較 検討 の た め に，AsPergillus’fumigatus，

Alternan
’
ct　alternata ，α α40ψ oガ1御 z　 herbarum 特 異

IgE抗体価 も同様 に 検討 を行 っ た ．

　総 IgE値 は ，
　 RIST 法， 又 は EIA 法 で 測定 し た．

3．RAST 抑制試験

　 ハ orbiculare と C ．　 albicans の 交叉抗原性 に つ い て

検討するた め に ， 両者 と も に Class　3以上 の 血 清 5 検体

を 用 い て，P．　orbicular ρ 及 び C．　agbicans 　RAST に 対

す る C．albicans 抗原に よ る RAST 抑 制 試験 を行 っ

た．

　 抑制に 用 い た抗原 は ， ア レ ル ゲ ン キ ャ ッ プ に 用 い ら

れ て い る Cagbieα ns 凍結乾燥粉末 （Allergon　AB ，ス

ウ ェ
ーデ ン ）をD、IM リ ン 酸緩衝液 （pH 　7．4） に 溶解

（35．7mg／ml ） し て 4℃ ， 2 時間抽出 し，10000回転 30

分遠 心，上清 を濾過 した後，脱塩の た め に PD・10カ ラ

ム （Pharmacia）で ゲ ル 濾過 し て 作成 した．こ の 抗原

液 の タ ン パ ク 濃度 は 850μg／ml （DC 　protein　assa ｝
，　kit，

Bio．Rad）で あ っ た．

　抑制試験 は，患者血清20μ1に 10〜1000G倍希釈 した

C．albicans 抗原液 3〔1μ 1を加 え て 室温 で 2時間静置 し

た後，P．　orbicu ！are 及 び C．　 albicans に 対 する IgE抗

体を測定 した．測定 は duplicationで 行 い
， 抑制率は 下

記 の ご と く計算 した．

　　　　　　　 対照の FU 値
一
測定 し た FU 値

　 抑制率（％）＝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x1 〔lo
　 　　　　　　　　　　 対照 の FU 値

　 試験 に 用 い た C．albicans 抗原が非特異 的 に IgE抗

体を 吸収 し な い こ と を確認す る た め に ，ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ

ダニ キ ャ ッ プ （Pharmacia ） と ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ 陽性

血清 を用 い て C，albicans 抗原に よ る RAST 抑制試験

を行 っ た ，

4．統計処 理

　 2 群間の 測定値 の 平均値 の 差 の 検定 は unpaired 　t・

test （両側検定）， 3 群間 の 測定値 の 平均値 の 差 の 検定

は Duncan’
s　Multiple　Range 　Test また は Dunnett’s

Multiple　Comparison　test　to　Control （両側検定） で

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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行 っ た．測定値 の 相関は ， 少な くと も ど ち らか一方が

0．35UA 〆ml 以 ヒの も の に つ い て PearsQn の 相関係 数

を 求 め た．

結　果

1．特異 IgE抗体価

　P．θ rbiCZtlare 特異 IgE の 陽 性 率 及 び 平 均 RAST

inclex± 標準 偏 差 は ，
　 BA ＋ AD 群 で 74．1％ （L．07土

1．42），AD 群で 88．2％ （2．79± 1．37）で あり，対照 と

し て検討 した BA 群19．2％ （0．35±O，79）に比べ て有

意 に 高値で あっ た （p く 0．01）．AD 群 と BA ＋ AD 群間

に は 陽性率，平均抗体価 に 有意 な差 は み ら れ なか っ た ．

　 C．albicans 特異 lgE，
　 S．　 cerevisiae 特 異 lgE も ，

BA 十 AD 群，　 AD 群 は BA 群 と 比較 し て 有意 に 陽性

率 ， 平均 IgE 抗体価が 高か っ た （Fig．1）．

　 10名の健常者 で は P．orbicugare に 対 し て ユ名 だ け

が 陽 性 （0．93UA ！ml ） で あっ た が ，
　 C．　 albicans ，　 S．

c
’
erevisiae は す べ て 陰性 で あ っ た．

　A ，ル 規 碧α1郷 特異 IgE は，　 AD の 有無 に よ っ て 抗体

価 に 有意 な差 が み られ た が ， C．　herbarum は AD 群 と

BA 群間 に 有意な 差 が み ら れ ず，　 A ．　 altemata は各群

問 に 有意 な 差 が み られな か っ た （Tab ユe 　 1）．

2．AD 重症度別 IgE 抗体価

　AD 重症 者 の P．　 orbiCttlare 特 異 IgE は2 ．78± 1，34

で あ り，中等症以下 （1．88± 1．41） と比 べ て 有意 に 高

値を 示 し た （p 〈 0．05）．一方， C．αlbicans，　S．　cerevisiae

は，AD 重症者 と 中等症以下 で IgE抗体価 に 有意 な差

は み られ な か っ た （Fig．2）．

　A ．fZtmigatus，　 A ．　 agternat α ，　 C．　 herbant” t も，　 AD

重症 度 に よ っ て IgE 抗体価 に 有意 な 差 は み ら れ な

か っ た （Table　 1）．

3．湿疹 の 部位別 IgE 抗体価

　湿疹病変が顔面 ， 頸部 ， 頭部 に み られる群 （FNS 一

群）で は，P．　orbiculare 特 異 IgE 陽性率及び平均抗体

　 　 　 　 　 P．o厂bicutare

　 　 　 　 　 　 　 ρ〈 0．01
一

　 　 　 　 　 　 　 　 ρく 0．01
（C［ass ｝　　　 N ．S 　　「

『一一一一一』
「

　 6　 　

5

4

3

2

o

5παご

コ
ニわ’αC

黄

5
　

　

4

3

2

o

　 　 　 　 　 s．σθ厂eyi ∫iae

　 　 　 　 　 　 　 P〈 0．01
一

　 　 　 　 　 　 　 　 　ρく0、01
（C ［ass ｝　 N・S 「

一｝一
「

　 6　

5

4

3

2

0

AD ＋BA 　　AD 　　　 BA 　　　　　 　　 AD ＋ BA 　　 AD 　 　　 BA 　　　　　 　　AD ＋BA 　　 AD
2．07 ± 1．42 　2．79 ± 1．37　035 ± O．79 　　　　　　　288 ± 1．21　　310 ± 1、36 　1．16± 1．33 　　　　　　　　220 ± 135 　236 ± 1．51
　 n＝2ア　　　　　 n217 　　　　　n＝26　　　　　　　　　　　　n＝27　　　　　　n＝17　　　　　n冒26　　　　　　　　　　　　　囗i27　　　　　ロ＝17

　　　Fig．1．　 IgE　RAST 　 classes 　to　 Pめ，
γosヵ（，η 伽 orbictt 〜are ，　 Candida 　 albicans 　 and

　　Sacchar（〃 nyc
’
es　 cerez ’isiae　in　relation 　tQ　the　allergic 　diseases（BA 十 AD ，　AD ，　BA ），

　　　N ．S ； not 　signi 丘cant 　by　Duncan’s　Multiple　Range　Test．％ ：Positi、・e　frequency　of

　　specific 　IgE （≧ 0，35U へ！mD ，

BAO
．78± 1．2d

　 n＝26
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ー
性皮膚炎 と Rr ）rbicti！tv

’
e 特異 IgE 抗体

Tuble　 l　IgE　RAST 　c］asses 　to　 envir
’
onmental 　fungi （mean ＝ SI））

Cfe
．

1「
．

■

C1♂〃θψ で〃ゴ1〃 11

　／u／J
’barifiii

Typc 　of 　a ］lergic　disease

Sev〔Tity 【♪f　atopic 　dermal．ltls

鷲⊥i靆 黜

1．47 ＝ 1．22〔n ＝ 15）

lll：：卦：llll
一

劃
1．53± 1．23〔1．】

1．55：　1．15（冂

1．0〔1± 1．46（n

1．51± 1．41（n ＝14）

1．93⊥ 1．｛［7（rl− 24）申申

｛〕．62± 1．15（n 　
．・24）

DermaL．iLis　 of 　face，　neck ｛lr　sca 且P　〔AD 十 〇 nly ）

FNS ・
　 ［2 ．IU⊥ 1、46 〔・− 26）　 1．49± 1、24（冂 ・25

FNS ．
＿ 」− L型 一

3＋ 1・〔
｝
9（n

− 151

．86± 1．21〔n ＝24＞

】．63＋ 1．22（n − ］4）

”P ＜：：【）、Dl　comPared ヒ〔，　BA ．

　 　 　 　 　 　 　 P．orbicutare
　 　 　 　 　 　 　 　ρ＜0．01

一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ρく o・o！

（G 」ass ｝　 ρ．。．。5 「
一

「

　 6 　　

5

4

3

2

1

o

　 　 　 　 　 　 　 c ．albicans

　 　 　 　 　 　 　 　 ρくO．G1
一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ρ
く0．01
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5
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0
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一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ρ（O・Ol
〔Class｝　　 N．S 　 r

−一一一一
1

　 6

5

4

3

2

0

Sev 　　 Mild　　 No冂　　　　　　 Sev　　 Mild　　 Non 　　　　　　 Sev　　 Mild　　 Non

2．アB± ：．34 　　1．呂8 ± 1．4i 　　O．35± O．79　　　　　　　　　　3．30± 1．01 　　2．59 ± 1．41 　　1．16± 1．33　　　　　　　　　　　2．51 ± 1．36　　2．00士 1．42　　0．73 ± 1．24
【n』23）　　　　 ｛n己21）　　　　 〔n

≡26｝　　　　　　　　　　　　　Cn≡23｝　　　　（ni211 　　　　［∩
＝26 ）　　　　　　　　　　　　　〔nr23 ）　　　　｛n〒21〕　　　　 〔n＝26）

　　 Fig．2．　IgE　RAST 　 c】asses 　 to　P捷v ノτノs］）ont 〃70rbi ｛
’
tt〜‘〃℃，　 Cai・ididet　 atbicaFts 　 and

　 Sac（ゾ1（〃 ’or ｝
’t．vc
．
e，s 　〔．’c！l’F．ヲr．，isittft．　 in　re ！ation 　to　t．he　severjty 　of 　atopic 　dernユat．itis．　Sev ：

　 sevcre ，　Mild：mild 　or　moderate ，　Non ：110丁
．
1　eczema （bmnchial 　asthma ）．StatisLical

　 analysiswas 　done　by　Dunnett’s　Multiple　Comparison　test　to　Control．％ ：Positive

　 frequency　of 　speci ∩c　IgE 〔≧ 0．35U 》 m1 ）．

価 は88 ．9％，2．79 ± 1．26で あ り，FNS −．．
群 （64．7％ ，

1．64＝ 1．44）と比 べ て有意 に高値 で あ っ た （p ＜ 0，01）．

C．athieans 特 異 IgE も，　FNS † 群 　（9．6．3％，3．28±

1．08） と FNS 一
群 （82．4％ ，

2．46± 1．38）の 間 に 有意

な差 が み られ た （p ＜ 〔）．05）が ， S，　c ，／，’et・，isia（i／で は有意

な 差 は み られ な か っ た （Fig，3）．
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　A ．t｝tpniL）’atus ，　 A ．　 atte ｝
’
；？．ata ，　 c、　 herbai’u ｝

・
J．t で は ，　〜歴

疹部 位 に よ る IgE抗体価 の 差 は み ら れ な か っ

．
た

（Table　1）．

4．年齢 と IgE抗体価

　P．θ rbictfltt ｝
’
tt特異 IgE 陽性者 41名 に つ い て ，患者 の

年齢 と IgE 抗体価 の関係 を．検討 し た と こ ろ ， 年齢が．卜

昇 す る に つ れ て IgE抗体価が高 くな る 止 の 相 関 が 観

察さ れ た （r＝e．48，p 〈 O．〔〕1）．こ の よ うな傾向 は ，
　 C．

albicans と S．　 cerevisiae で は み ら れ な か っ た （Fig．

4＞．

　A ．fitioitlgatr・ts，　A ．　 tiUctlvl（lta，　C．　hei’bari・tn・i も年齢 と

抗体価の 間に は有意 な相関 は み ら れ な か っ た ．
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3
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1

o
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ρ〈 0．Ol
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　（n胃27，　　　（n

＝17 ）
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o
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　　 ρく O．05

　FNS 十 　 FNS −

3．28 士 1．082 ．46 士 1．38
　（冂鬮27 ）　　　（n＝17 ＞

（Class）
　 6

5

4

3

2

o

∫，σ8厂evisiaゼ

N ．S
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　 Fig．3、　 IgE　 RAST ⊂lasses　to　 PityrosPf〃 1．c17t．　 orbzl‘
・
〜tlai

・
e，　 Candidctα〜brlcans　 and

Sac・〃π 〃 切 ｝ひ
’cE ／tt　 cel ℃ez ・，isiae　 in　 relati 〔m 　tD　 the　distributl（m 　 of 　 eczema ．　 FNS 十 〆

一
：

Patients　 with ！with （｝ut 　eczema 　 of 　face，　 neck 　and 　scalp ．　Statistical　 analysis 叭
rus

done　by　St．udent ．　t・test．％ 二P 〔，sitive 　frequency　Qf　specific 　IgE　（≧ 〔，、35U 、、，

〆ml ）．
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’rosPt ，nti

・
〃　r〃カゴc祕ω ぞ，　 Cr〃τdidrt　 ttlbic（〃 rs　 and
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・
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5．総 IgE値 と の関連

　AD 重症 者 の 総 IgE値 は 8161士 78111U／ml で あ り，

中等 症 以 下 （2105± 2223）， BA 群 （601± 402） と比 較

して 有意 に 高値 で あっ た ．

　総 lgE値 と P ．　 orbiculare 特異 lgE値の 間 に は r ＝

0 ．58 （p ＜ 0．01＞の 有意な関連が 認 め られ た．相関係数

は ，　C．atbicans 　（r ＝0．51），　S．　cerevisiae 　（r ＝0．44），

A ．fρmigatus 　（r ＝ 0．48），　 A ．　alteη tata （r ＝ 0．40），　C．

Iterbtxrttm（r ＝0ユ6＞ と比較 して P．　orbiculare が 最 も

高値 で あ っ た．

6．RAST 値 の 相関

　 P ．orbiCt．tlare と 他 の 真菌間 の 交 叉 抗原 性 を検 討す

る た め に ， 特異 IgE抗体価の 相関を検討 し た．　 P．　 or −

biculareと C．　albieans の 間 に は有意 な相関 （r 二〇．62，

p 〈 O．01）が み られ た が ，
S．　cerevisiae との間 に は有意

な相関は み られなか っ た （r ＝0．37）．…方 ， C．　albicans

と S．eerevisiae の 間 に は強 い 相関 （r ； 0，9工，　 p ＜ O．01＞

が み られ，しか も S．cerevisine 　wa性者 は全員 C．　albicans

陽性 で あ っ た （Fig．5）．

　他 の 空中真菌と P．orbiCt｛lareの 問 に も有意な相関

は み ら れ な か っ た．

7．RAST 抑制試験

　RAST 抑制試験 に 用 い た C．　 albic αn ∫ 抗原 は，検討

した 5例 の 血 清すべ て の C．rttbicans 特異 lgE抗体価

を 濃度依存的 に抑制し ， 平 均抑制率 は 90．12± 2．73％で

あ っ た （Fig．6，　 Solid　 phase ； m5 ＞，一
方 こ の C．　 al ・

bicans抗原 は ヤ ケ ヒ ョ ウ ヒ ダニ 特異 IgE抗体 を全 く

抑制 しなか っ た こ と か ら，こ の RAST 抑制試験 は ， 抗

原特異的で ある こ とが確認 さ れ た．

　こ の C．albicans 抗 原 に よ る P．　orbicutare 特異 IgE

抗体 σ）抑制 は ， 症例 に よ っ て 異 なっ た結果 を示 した．

す な わ ち ， 1例 （Sample ：A）で は，濃度依存 的に 83．0％

まで 抑制 を受 け た一
方， 2 例 （B ， C＞ で は それ ぞれ

23，0％，21．9％ まで の 抑制 に と ど ま り，他 の 2例 （D ，

E ）は全 く抑制を 受 け な か っ た （Fig．6，
　 Solid　phase ：

In70 ）．

　 した が っ て，患者 A は ，
P．　 orbiculare 抗原中の C．

albicans と交叉反応す るエ ピ トープ を認識 して い る の

に 対 し ， 他 の 4 例 は C．albieans と は 交 叉 し な い エ ピ

トープ を認識し て い る こ とが 示唆 さ れ た．

（　F

o．Ov01
　

00q 「
　 oo匸　　 Or
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　 30eD
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1000
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　 　 　 げ Ucoun ヒs ）

’0　　 　 1Dn

．｝01 　 　　 01

Sd口d　phase　m5

9eeol　 O   ↑　　Oel 　　 O1

〔mg ／m4 ）
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　 　 　 　 lFU匚oun 【の

　 　 　 　 　 1雪oe

10　　 　 　90

Extr3cr⊂Dnc ξntrl ［lon 　　
．’mg ／ml 〕

：ODO

500

10 　　 　 1ca

Exてrac て concentratlou 　 ｛冂「9！ mt ｝

SOIじd 卩
h臼se　m5

nO1　　 　 冫1 ゆ 　　 　　
L
国

Ext旧 こ ヒ concentra 監lon 　　（叩 9／ml ，

　Fig．6．　IgE　RAST 　inhibition　of 丑 〔丿アろiculare　 antigen 　 with 　five　patients
’
sera ．

The 　 sera 　 were 　preincubated　 with 　 each 　 concentrati り n 　 of 　 C，　 albicans 　 extract ，
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考　察

　今回我 々 は ， 小 児期 か ら青年期の AD 患者44名を 対

象 に して，P．　orbict ｛lare，特異 IgE 抗体 を CAP 　RAST

FEIA を用 い て 測定し，他の 真菌 と比較検討 した ，　AD

群 で は，P．　 orbicztla7’e を は じ め C．　 albicans ，∫，　 cer −

evis
’iaeな ど酵母 に対す る IgE抗体価が高値で あ っ た

が ，A ．　alternata ，　C，　herbaru〃n な ど空 中真菌 （糸状菌）

は ， 対照 と した BA 群 との間に IgE抗体価の有意差を

認 め な か っ た．BA 群 に お ける P．　orbicttlare 特異 IgE

陽性率は ， C，　albicans ，　 S．　 ce／rc，visiae と比較 して も低

か っ た た め，P．　orbiCttlare 特異 IgE は 湿疹病変 を有す

る 患者 に 特異的 に 検出さ れ る傾向が 示唆され た．中で

も P．ω 伽 κ伽 ぞ 特異 IgE は，重症 AD 悠者で 有意 に 高

値を示 した．こ の 傾向 は
，
C．　atbicans ，　S．　 cerevisiae で

は 認 め られ な か っ た．

　AD 患者 に お け る P．θ rbicugare 即 時型過 敏症 に 関

して ， 皮膚プ リ ッ ク テ ス ト
1‘）

， 皮内テ ス ト
15 ）

，
ヒ ス タ ミ

ン 遊 離 試 験
互6｝，lgE　 RASTi71−Le ＞，　 IgE　 immuno ．

blotting2°）な どを用 い た報告が あ る．い ずれ も ， 湿疹病

変を有す る患者 に P．θ rbiculaxe 　HP時型過敏症 が 高率

に 認 め ら れ る
一

方 ， 湿疹 の な い 患者 に お け る P． ‘冫γ 一

biCttlaxe過敏症 は き わ め て 少 な い こ とが 述 べ ら れ て い

る ．

　P．orbicerlarce は ， 皮膚の常在菌で あ る た め ， 主 と し

て 経皮的 に 感作 され，IgE 抗体 を産生 し て い る と考 え

られ る．
…

方 C．α 1盈   ∫ は消化管や 気道粘膜の常在菌

で あ り，．S．‘
・
邵 8〜廊 癖 は食物抗原と して感作を受 け る．

P．orbic
・
i・tlare 特 異 IgE が 湿疹 を有 す る 患者 で よ り高

値で あ る 理 由の
一

つ は ， この よ うな抗原侵入経路の 差

異 に よ る もの と考 え ら れ る．

　P．〔，謝 α 面 解 は成人 の 全身皮膚の 毛孔部 に常在す

る が，特 に 脂漏性部位で あ る 頭部，胸部，背部 か ら は

ほ vge100％検出さ れ る
G ）．

一
方， 四 肢の 皮膚か ら検出さ

れ る菌数 は，脂漏性部位の 約ユ／10か ら 1／20で あ る
7）．し

た が っ て
，

1え θ 痂 ‘
・
utare 　i“敏症 は 頭部 ， 顔面 の 湿疹病

変 と よ り強 く関連 し て い る と報告 さ れ て い る
1 ‘］21 ］．

我 々 の 結果 も同様 で あ り，1λ orbicttgare ，は ，C．　 albicans

や 8，cerevisiae と比較し て ， 顔面 ， 頭頸部の 湿疹 と よ

り強 く関連 し て い た．た だ し，今回検討し た FNE 十 群

27名中22名は 重症 AD 群 で あ り
， 全身 の 湿疹病変 を

伴っ て い る者が 多い た め，脂漏性部位に限局した 湿 疹

を有す る 患者 に つ い て は 今後 さ ら に 検討 を す る 必要が

あ る と思 わ れ る．

　 P．orbiculttre 特K−　lgE抗体価は，年齢が 増加す るに

つ れ て 高値 を示 した ．一方 C．αlbicansや S．　ceret」isiae

特異 IgE は 低年齢 の う ち か ら比 較的高値 で あ り，年齢

と の関連は み られ な か っ た．Wesse 】s ら
IY）

も，
10歳か ら

30歳 の 間 で は 年齢 と 丑 orbiCZt ．tare特異 IgE 抗体 価 の

間に相関を認め て い る．P．　orbiculare は， 5歳以下 の

小 児 の 皮膚か ら分 離 され る こ とは稀 で あ る
B
に と か

ら ， 抗体価の高さ は P．orbicuttire に 接触 して い た期間

をあ る程度反映 して い る こ とが伺わ れ た ，

　以 上 の よ うに ， AD 患者 に お け る Rorbiculare特異

IgE抗体の 検出 に は，他の 真菌 に は み られな い 臨床的

特徴 が み ら れ た ．こ の こ と は ， AD 患者 が Porbicorlare

に よ っ て 経皮的 に 感作 さ れ て い る こ とを示唆 して い

る．P．　OTbiculare の 感作 を受 けた患者は ， 抗原 の 皮膚

へ の接触 に よ っ て 即時型過敏反応 をお こ し，掻痒 に よ

る掻爬 の た め に 二 次的 に 細菌感染等 を引 き起 こ し て 慢

性，難治性 の 湿疹病変 を 呈 す る こ と考え られ る．一方 ，

AD 患者 に お い て P．　orbiculare に 対す る パ ッ チ テ ス

トで 遅発型皮膚反応 が 証明 さ れ て い る
22
に と か ら，IV

型 ア レ ル ギ ー
に よ る接触性皮膚炎 も同時 に もた らさ れ

て い る と思われ る．

　
…

般に真菌ア レ ル ゲ ン 間 に は 交叉抗原性 が み られ

る．P．　 orbit ；itlat
’
e と C．α lbicansの 問 の 交 叉 抗原性 に

関 し て は，RAST 値 の 相関
1i ）i7 ）

，
　RAST 　inhibitioni°）1D，

TandeIn　crossradioelectrophoresisl
°〕
な ど1こ よっ て証

明 さ れ て い る．さ ら に ， Con　A カ ラ ム で 精製 した 抗原

を 用 い た ELISA 　inhibitionに よ っ て ，交叉反応 す る 成

分 は 主 と し て mannoprotein で あ ろ う と さ れ て い

る
12 〕，ま た ， C．　albicans と S．　cerevisiae の 問 の 交叉抗

原性 も，mannoprotein23
｝
と
一

部 の タ ン パ ク成分
2 ‘｝

に つ

い て 証 明 され て い る．

　今 回の 結果 も，P．　 orbiculare と C，　 albicans の 間 の

交叉 抗原性 を示 す もの で あ っ た．IgE抗体価の 相 関 は

r ； 0，62と ， 従来の 報告 （r＝O．42i7〕，　 r＝O，77ii）） と同

程度 で あ っ た．興味 あ る こ と に，C．　albicans と非常 に

強い 相関の あ っ た S．c
’
erevtsiae に 対 し て P．　orbiculare

は有意な相関を示 さ なか っ た。こ の こ と は，こ の 3種

の 酵母間 の 交 叉 抗原性 に は ， 異 な っ た エ ピ トープ が 関

与し て い る可能性を 示 し て い る．

　 RAST 抑制試験 は，患者毎 に 異 な る結果 が 得 ら れ

た．す な わ ち ， 5例中 1例 の み が C．atbilcans と強 く交

叉 反応す る エ ピ トープ を認識 す る と考 え られ，他 の 4

例 は C．albicans と 交 叉 し な い エ ピ トープ を 主 と し て

認識 し て い る こ とが 示 唆され た． こ の よ うな 患者 に よ
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伊藤浩明他

る相 違 は ， Savolainenら に よ る RAST 　 inhibitionの

報告 で も示 さ れ て い る
］D｝．し た が っ て ．P．　orbiettlare に

は
，
C．　albicans と 交 叉 す る エ ピ トープ と交叉 し な い エ

ピ トープ が 存在 し，患者に よ っ て そ の 認識部位 が 異な

る こ と が 示 唆され た ．こ の こ と は ， 今後 P ．orbiculare

や C．agbicans に 対 す る抗真菌療法 を考 える上 で 重要

な 点 で あ る と 考 え られ た．

　皮膚 に 常在す る真菌が ，AI）発症 の 原因 に な っ て い

る と す れ ば， 抗真菌剤 に よ る AD の 治療 が考 え られ る

で あろう．す で に Clemmensenらは
e）

，
　P．　ovale が皮膚

か ら検出さ れ た AD 患者 に ketokonazoleの 経 口 投与

が有効 で あっ た と報告 した．こ の報告に よ れ ば ， 湿疹

が脂漏性部位 に 限局 し た患者 に は有効 で あ っ た が ，全

身 に 湿疹病変 の 存在す る患者に は無効で あ っ た と さ れ

て い る．松田 ら は
25 〕，腸管内の C．albicans に 着 目して

抗真菌剤の 経凵投与 を試み ，

一
部の AD 患者 に は有効

で あ っ た と 報告 し た．我 々 は ま だ 皮膚 か ら の P． or ・

biculareの 分離 や 抗 真菌 療法 の 効 果 に つ い て検討 を

行 っ て い な い が ，十分 に 症例を選択 して こ の ような治

療 を試み る価値 は あ る も の と考え て い る．ま た，P．

orbicitlttreが主 として 経皮的 に 感作 し，
　 C．　albicans と

は独立 し た抗原性を呈 す る も の で あ れ ば，よ り安全 な

抗真菌剤外用療法 も選択 し得 る もの と考え られ る．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫ワ〜armacia 觚

　　 Alipophilic　yeast，　Pめアθψ o 捌 躙 orbiculare ，，　found　ill　normal 　microflora 　of 　the　human 　skin ，　is　consid −

ered 　tQ　be　a　pathogenic 　aUergen 　of 　atopic 　dermatitis（AD ）．　We 　measured 　IgE　antibody 　to　R で）rbiculare

using 　a　CAP 　RAST 　FEIA 　kit　in　44　patients　with 　AD 〔AD 　alone 　17，　AD † bronchial　asthma （BA ）27）．The

incidence　of 　positive　RAST 　was 　88．2％ in　the　patients　with 　AI）alone 　and 　74．1％ in　the　patients　with

AD 十 BA ．　Thc 　IgE　RAST 　index　was 　2．77 エ 1．34 （mean ± SD ）ill　severe 　AD 　patients 〔n ＝ 23），　which 　was

significantly 　higher　than　that　in　mild 　AD 　patients（1．88 ± 1．41，　n ＝ 21）．　 The　patierlts　with 　eczematous

skin 　on 　the　face，　neck 　and 　scalp 〔n ＝ 27）showed 　higher　IgE　titers（2．79 ± 1．26）than　those　without 　skin

lesions（1，64　±　1．44，　 n ； 17）．　 These 　 results 　suggest 　that ノ『　orbic
・
ula

・
re　is　a　pathogenic 　allergen 　of 　severe

AD ．　IgE　levels　for　P．‘，7ろicztlare　showed 　a 　stat1stically 　significant 　relation 　to　those　for　Candida　a 〜bicans

（r
＝｛1．62，p く 0．01）．　 Ill　 RAST 　inhibition　tests　on 　five　patients

’
sera ，　 C，　 albicans 　 extract 　significalltly

inhibited　IgE　RAST 　to　P．　 orbiculare 　ill　only 　one 　serum ，　indicating　that　P．冂 7ゐicttlα re 　shares 　some 　IgE

binding　epitopes 　with 　C．　 ctlbicans ，　but　that　P．ご，アろiCl‘9a　re−specific 　epit ｛〕pes　als （〕 exist ．
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